
飛び込みトレーニング室を
常設

ウエイトトレーニングエリア
併設 ※要申請・利用要件あり

施設概要

金沢プールは一般利用からトップアスリートまで多様なニーズに対応し、大会開催・一般
利用・併用利用など利便性の高い｢いつでも・だれもが泳ぎに来られるプール｣・公園施設
との連携による、新たな｢健康｣と｢スポーツ｣への架け橋となる施設です。
建物の外壁には、金沢産杉材を使用し、小立野と寺町の両大地や卯辰山の稜線と調和した
屋根形状。防災拠点として太陽光発電等を取り入れ、災害時にも施設機能を維持し安全・
安心にも配慮した施設です。

１階平面図

利用料金

アクセス

敷地面積 75,994㎡

建築面積 8,760㎡

階数 地下1階、地上3階

50ｍプール(日本水泳連盟公認国際基準プール)

・50m×25m　10レーン

・水深０～2.0m(可動床)

・可動壁により50mプールを25mプールと多目的プールに

分割して利用可能

・水球競技対応可能

飛び込みプール(日本水泳連盟公認国際基準プール)

・25m×20ｍ

・水深3.5ｍ～5.0ｍ

・高飛込用　10ｍ、7.5ｍ、5ｍ

・板飛込用　3ｍ、1ｍ

・シンクロナイズドスイミング競技対応可能

25m　サブプール

・25m×17.5m　7レーン

・水深1.1ｍ・1.35ｍ

飛び込みトレーニング室

多目的更衣室

・車いすや性別の異なるお子様などの着替え補助などにも

利用可

採暖室、会議室など

施設内容

バ　ス ・JRバス　金沢駅西口８番乗り場より

　　　　　｢城北市民運動公園｣行に乗車　約13分

自動車 ・北陸自動車道｢金沢東I.C｣より5分

電　車 ・北鉄浅野川線｢磯部駅｣下車　徒歩15分

・IRいしかわ鉄道｢東金沢駅｣下車　徒歩15分

金沢プール

〒920-0012 石川県金沢市磯部町ハ55番地

Tel:076-251-3535 fax:076-251-3536
http://www.kanazawa-pool.jp

令和５年度スポーツ庁国庫補助事業

学生合宿
サポート
メ ニ ュ ー



ー 合宿補助金 申請の流れ ―
制度概要は【右頁】

合宿するなら で‼

学生団体を応援します
金沢市学生合宿補助金の活用で合宿をバックアップ！

金沢プールが補助金申請手続きをサポート

施設使用
予約

《申請から30日以内めど》
補助金が交付されます。

まずは金沢プールに施設の予約状況をお問合せください。
施設の空きが確認できたら、施設使用申請をお願いします。         

                             

《施設使用申請完了後》
学生合宿補助金の対象となる団体には、金沢プールから学生合宿補助金の
申請についてご案内します。
申請書類をメールで送りますので、合宿実施前に内容を確認してください。

合 宿

《合宿最終日から15日以内》
申請書類一式を金沢プールへメールで提出（一部書類は郵送）
補助金申請窓口(金沢文化スポーツコミッション)への申請事務手続きは
金沢プールが行います。

▼

合宿補助金
事前受付
完了

申請

交付

▼

合宿期間中、文化体験等のご提案も可能です。

お気軽にお問い合わせください。

▼

委託元
〒920-8577 金沢市広坂1-1-1（金沢市第1本庁舎2F）
TEL 076-220-2535 FAX 076-260-1617
Web https://kanazawa-csc-kk.jp

公式ホームページ

金沢プールで活動する学生合宿については、金沢プール(株式会社 日本水泳振興会)が補助金申請窓口である
金沢文化スポーツコミッションへの手続きを行います。
合宿を行う施設が補助金申請手続きを行うことで、宿泊料金の負担軽減はもちろん、皆様の事務の煩雑さを
減らし、合宿に集中できるようお力添えします。

お問い合わせは 金沢プールへ
Tel:076-251-3535 http://www.kanazawa-pool.jp

(1) 石川県外に活動拠点がある学生団体が行う合宿であること。

(2) 主たる活動場所が金沢市内であること。。

(3) 金沢市内の宿泊施設に宿泊し、人泊数*が25以上であること。

(4) 金沢文化スポーツコミッションと協議・相談しながら計画・実施すること。

金沢市学生合宿誘致推進事業補助金

金沢市では、金沢市内の学生合宿の誘致を推進するため、金沢市内での合宿・宿泊を行う

石川県外の学生団体に補助金を交付する支援制度を設けています。

１ 対象･･･････････････････････････････････････････････････････････

石川県外に活動拠点がある学生団体

学生団体とは、学校教育法（昭和22年法律第26号）に定める学校及び専修学校（以下「学校等」という。）に在籍

する者（以下「学生等」という。）及びその引率者により構成される団体であって、学校等又はスポーツ、文化等

の協会に所属するものをいう。

※次の場合は対象となりません。

宗教活動、政治活動もしくは興業及び営利を目的とするものと認められるとき。

国または地方公共団体から別途補助金を受けるもの。

公式大会やイベントへの参加にかかるもの。

３ 補助の対象となる経費････････････････････････････････････････････

*人泊数…宿泊をする人数×日数の延べ数

例 ・文化活動・スポーツの練習を目的とした強化合宿

・大学等の授業に伴うゼミ合宿

・学校等間での交流試合・練習試合・合同練習等に伴う合宿

２ 合宿の要件･････････････････････････････････････････････････････

金沢市内宿泊施設の宿泊料金

４ 補助金の額･････････････････････････････････････････････････････

１人１泊あたり1,000円

※宿泊料金が1,000円未満の場合はその宿泊料金の額となります。

※学生は全員対象となります。

※引率者(例：学生以外の監督、コーチ)は１日あたり２名まで対象となります。

※株式会社 日本水泳振興会は、金沢プールの指定管理者である金沢プール共同事業体の構成団体であり、金沢市学生合宿誘致推進事業補助金の
受付窓口である金沢文化スポーツコミッションより同補助金の申請業務等について委託を受けています。

▼

申請手続きは

無料
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